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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録に供する第１の情報以外に文字や図形などのパターンとして視認される第２の情報
をレーザ光線を使ってディスク状記録媒体に記録する光情報記録装置において、
　前記第１の情報に応じて変化する変調信号を生成する変調信号作成手段と、
　前記第２の情報に従って時間的に変化する時間変化信号を作成する時間変化信号作成手
段と、
　前記時間変化信号に従って前記レーザの光量を変化させる光量変化手段と、
　前記光量変化手段により得られるレーザ光を前記変調信号に従ってオンオフする光変調
手段で構成され、
　前記光変調手段によって得られるレーザ光を前記ディスク状記録媒体に照射することに
より、ピットの幅で前記第２の情報を表すと共に、第２の情報の始めと終わりの幅の変化
を段階的にするように前記レーザ光の光強度変化が行われるようにして、前記第１と第２
の情報を同一のピット列として前記ディスク状記録媒体上に記録することを特徴とする光
情報記録装置。
【請求項２】
　前記時間変化信号作成手段は、その出力電圧が時間と共にステップ状に変化していく信
号となるように前記時間変化信号を作成することを特徴とする請求項１に記載の光情報記
録装置。
【請求項３】
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　前記変調信号作成手段は、
　第１の情報に応じて、所定の基本周期の整数倍の周期で信号レベルを切り替えることに
より、第１の変調信号を生成する第１の変調信号作成手段と、
　前記第１の変調信号の変化パターンを検出する変化パターン検出手段と、
　前記時間変化信号及び前記変化パターンの両方に従って前記第１の変調信号の変化タイ
ミングを補正し、第２の変調信号を作成するタイミング補正手段とで構成され、
　前記変調信号作成手段からは前記第２の変調信号が出力されるように構成されているこ
とを特徴とする請求項２に記載の光情報記録装置。
【請求項４】
　前記タイミング補正手段は、前記光記録媒体より得られる再生信号を所定のスライスレ
ベルで２値化して２値化信号を生成した際に、前記基本周期を基準にして前記２値化信号
が変化するように、前記変調信号のタイミングを補正するようになされていることを特徴
とする請求項３に記載の光情報記録装置。
【請求項５】
　前記タイミング補正手段は、
　補正データ格納手段を有し、前記補正データ格納手段に格納した補正データに従って、
前記変調信号のタイミングを補正し、前記補正データは、評価用の光記録媒体の再生結果
に基づいて設定されることを特徴とする請求項４に記載の光情報記録装置。
【請求項６】
　前記補正データは、評価用の光記録媒体の再生結果及び、再生結果の補間演算に基づい
て設定されることを特徴とする請求項５に記載の光情報記録装置。
【請求項７】
　記録に供する第１の情報以外に文字や図形などのパターンとして視認される第２の情報
をレーザービームを光変調して光記録媒体上に照射することによりピットを形成して記録
する光情報記録方法において、
　前記第１の情報を主に前記レーザビームをオンオフさせることにより記録し、
　前記第２の情報を主に前記レーザビームの光強度を変化させることにより記録し、
　ピットの幅で前記第２の情報を表すと共に、第２の情報の始めと終わりの幅の変化を段
階的にするように前記レーザビームの光強度変化が行われるようにして、前記第１と第２
の情報を同一のピット列として前記光記録媒体上に記録することを特徴とする光情報記録
方法。
【請求項８】
　前記レーザビームをオンオフさせるタイミングは、前記第１の情報及び前記レーザビー
ムの光強度の両方に従って調整されるようになされていることを特徴とする請求項７に記
載の光情報記録方法。
【請求項９】
　記録に供する第１の情報以外に文字や図形などのパターンとして視認される第２の情報
をレーザービームを光変調して光ディスク上に照射することによりピットを形成して記録
する原盤露光工程により生成される原盤を用いて光ディスクを製造する光ディスク製造方
法において、
　前記第１の情報を主に前記レーザビームをオンオフさせることにより記録し、前記第２
の情報を主に前記レーザビームの光強度を変化させることにより記録し、ピットの幅で前
記第２の情報を表すと共に、第２の情報の始めと終わりの幅の変化を段階的にするように
前記レーザビームの光強度変化が行われるようにして、前記第１と第２の情報を同一のピ
ット列として前記光ディスク上に記録する原盤の露光工程と、
　前記原盤を現像した後、電鋳処理することにより、マザーディスクを作成するマザーデ
ィスク作成工程と、
　前記マザーディスクよりスタンパーを作成するスタンパー作成工程と、
　前記スタンパーよりディスク状基板を作成し、前記ディスク状基板に反射膜、保護膜を
形成して光ディスクを作成する膜形成工程と



(3) JP 4040152 B2 2008.1.30

10

20

30

40

50

　を備えたことを特徴とする光ディスク製造方法。
【請求項１０】
　２値化して情報が読み取られる第１の情報と、文字や図形などのパターンとして視認さ
れる第２の情報が記録される光情報記録媒体において、
　前記第１の情報を有する第１の領域と、
　前記第１の情報及び前記第２の情報を有する第２の領域とを含み、
　前記第２の領域における第１の情報を表すピットの幅により、前記第２の情報を表し、
　前記ピット幅は、第１のピット幅の目標値と第２のピット幅の目標値の間を第２の情報
の始めと終わりの幅が階段状となるように変化させたことを特徴とする光情報記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光情報記録装置、光情報記録方法及び光情報記録媒体に関し、例えばコンパク
トディスク（ＣＤ）やディジタルビデオディスク（ＤＶＤ）の記録装置、ＣＤやＤＶＤの
記録方法さらにＣＤやＤＶＤのディスクとして適用することができる。本発明の記録装置
及び記録方法では、ＣＤやＤＶＤの規格で定められた方法に従って、記録レーザをオンオ
フすることにより音楽やビデオ信号などの情報を光ディスク上に記録する。また同時に、
記録レーザの出力をなだらかに変化させることにより、ＣＤやＤＶＤなどの規格に定めら
れていない第２の情報をも、同一のディスクに記録することを可能とする。
【０００２】
また本発明の光情報記録媒体においては、例えばＣＤやＤＶＤの規格に定められた音楽や
ビデオ信号などに加えて、ディスクを目視することにより確認することのできる新たな情
報が記録されている。
【０００３】
【従来の技術】
例えば、同一出願人から出願されている平成８年７月１６日出願の特許出願（特願平８－
２０５２９２号）によれば、記録される全ての信号パターンに対応して、再生信号のエッ
ジ位置の理想からのずれ量を求め、テーブルを作成する。このテーブルを使い、記録信号
のパターンに応じて記録信号のエッジ位置を変化させて記録することでジッターを除去す
ることができるもので、コンパクトディスク（ＣＤ）の信号記録部に文字や図形など、Ｃ
Ｄの規格には含まれていない第２の情報を重畳記録することが可能となる。また、平成９
年３月５日出願の特許出願（特願平９－６７８４３号）によれば、光ディスクのリードイ
ンまたは信号記録部にすかし模様によるバーコード等のＩＤパターンを記録し、そのパタ
ーンを電気的に検出することによりディスクＩＤあるいは暗号を読み出してコピーや海賊
版の防止を図ることができるものである。また、平成９年１０月３日出願の特許出願（特
願平９－２９８３２８号）によれば、カッティング中の位置を示す、半径（トラックナン
バー）と回転速度（ＦＧパルスの数）の極座標をリアルタイムで直交座標に変換する回路
を設けることにより、直交座標系で表されたデータをそのまま使用してカッティングを行
うことを可能としたものである。もちろんこれら光ディスク装置では、文字や図形などの
情報に加えて、コンパクトディスクの規格で定められているＥＦＭ（Eight-to-Fourteen 
Modulation）変調された信号も同時に記録している。従って従来のプレイヤーで再生する
ことが可能であり、なおかつディスクの信号部に文字や図形が記録され、付加価値を高め
たディスクを製造することが可能となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の方法においては、文字や図形などの第２の情報を、レーザ
の出力変化として記録するように構成されている。このため、レーザの出力が変化する境
界部分では、信号特性が変動する可能性があり、従ってレーザの出力変化をあまり大きく
取ることが出来なかった。この結果、記録された文字や図形などの第２の情報が、あまり
明瞭でないという問題点があった。
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【０００５】
本発明の光情報記録装置及び光情報記録方法は以上の点を考慮してなされたもので、ディ
スク上に記録する文字や図形など第２の情報を大きなレーザの出力差として記録すること
を可能とし、この結果明瞭な第２の情報の記録を可能とするものである。また本発明の光
情報記録媒体は、第２の情報によるピットの幅の変化を大きくすることが可能であるので
、第２の情報がより明瞭に確認される。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため本発明の光情報記録装置は、第１の情報に応じて変化する変
調信号を生成する変調信号作成手段と、第２の情報に従って時間的に変化する時間変化信
号を作成する時間変化信号作成手段と、時間変化信号に従ってレーザの光量を変化させる
光量変化手段と、光量変化手段により得られるレーザ光を変調信号に従ってオンオフする
光変調手段で構成され、光変調手段によって得られるレーザ光をディスク状記録媒体に照
射することにより、ピットの幅で第２の情報を表すと共に、第２の情報の始めと終わりの
幅の変化を段階的にするようにレーザ光の光強度変化が行われるようにして、第１と第２
の情報を同一のピット列としてディスク状記録媒体上に記録するものである。
【０００７】
　本発明の光情報記録装置によれば、以下のように作用する。
　変調信号作製手段は第１の情報に応じて変化する変調信号を生成するように作用する。
時間変化信号作成手段は第２の情報に従って時間的に変化する時間変化信号を作製するよ
うに作用する。光量変化手段は時間変化信号に従ってレーザの光量を変化させるように作
用する。光変調手段は光量変化手段により得られるレーザ光を変調信号に従ってオンオフ
するように作用する。これにより、ピットの幅の変化で第２の情報を表すと共に、その変
化を段階的にするようにレーザビームの光強度変化が行われるように作用する。
【０００８】
さらに変調信号作製手段は、第１の情報に応じて、所定の基本周期の整数倍の周期で信号
レベルを切り替えることにより、第１の変調信号を生成する第１の変調信号作製手段と、
第１の変調信号の変化パターンを検出する変化パターン検出手段と、時間変化信号及び前
記変化パターンの両方に従って第１の変調信号の変化タイミングを補正し、第２の変調信
号を作製するタイミング補正手段とで構成されて、レーザ光量の変化と記録信号の変化パ
ターンの両方に応じて記録信号の変化タイミングを補正するように構成する。
【０００９】
　また、本発明の光情報記録方法においては、第１の情報を主に前記レーザビームをオン
オフさせることにより記録し、第２の情報を主にレーザビームの光強度を変化させること
により記録し、ピットの幅で第２の情報を表すと共に、第２の情報の始めと終わりの幅の
変化を段階的にするようにレーザビームの光強度変化が行われるようにして、第１と第２
の情報を同一のピット列として光記録媒体上に記録するものである。
【００１０】
　また、本発明の光情報記録方法によれば、以下のように作用する。
　第１の情報を主にレーザビームをオンオフさせることにより記録するように作用する。
また、第２の情報を主にレーザビームの光強度を変化させることにより記録するように作
用する。これにより、ピットの幅の変化で第２の情報を表すと共に、その変化を段階的に
するようにレーザビームの光強度変化が行われるように作用する。
【００１１】
さらに、レーザビームをオンオフさせるタイミングは、第１の情報及びレーザビームの光
強度の両方に従って調整される。
【００１２】
また、本発明の光情報記録媒体では、第１の情報は主にピットの長さ及び位置を変化させ
ることにより記録されていて、第２の情報は主にピットの幅を変化させることにより記録
されている。
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【００１３】
　また、本発明の光情報記録媒体によれば、以下のように作用する。
　第１の情報は主にピットの長さ及び位置を変化させることにより記録されるように作用
する。また、第２の情報は主にピットの幅を変化させることにより記録されるように作用
する。これにより、第２の情報によるピット幅の変化は段階的になされるようにレーザ光
線の光強度変化が行われるように作用する。
【００１４】
さらに第２の情報によるピット幅の変化は段階的になされている。またピットの長さ及び
位置は、ピットとして記録された信号パターン及びピットの幅により微調整されている。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態を詳述する。
【００１６】
図１は、本発明の実施の形態に係る光ディスク記録装置１を示すブロック図である。この
光ディスク記録装置１は、ディスク原盤２を露光してディジタル・オーディオ・テープレ
コーダー３より出力されるオーディオデータＳＡを記録する。光ディスクの製造工程では
、このディスク原盤２を現像した後、電鋳処理することにより、マザーディスクを作成し
、このマザーディスクよりスタンパーを作成する。さらに光ディスクの製造工程では、こ
のようにして作成したスタンパーよりディスク状基板を作成し、このディスク状基板に反
射膜、保護膜を形成してコンパクトディスクを作成する。
【００１７】
すなわちこの光ディスク記録装置１において、スピンドルモーター１４は、ディスク原盤
２を回転駆動し、底部に保持したＦＧ信号発生回路より、所定の回転角毎に信号レベルが
立ち上がるＦＧ信号ＦＧを出力する。スピンドルサーボ１３は、ディスク原盤２の露光位
置に応じて、このＦＧ信号ＦＧの周波数が所定周波数になるようにスピンドルモーター１
４を駆動し、これによりディスク原盤２を線速度一定の条件により回転駆動する。
【００１８】
ＦＧ信号は、直交座標位置検出回路５にも接続されている。直交座標位置検出回路５では
、ＦＧ信号をカウントしていくことにより、現在記録中の位置を直交座標における位置情
報Ｘ及びＹとして出力する。
【００１９】
位置情報Ｘ及びＹは、文字信号発生回路６に接続される。文字信号発生回路６は、例えば
ＲＯＭ（リードオンリーメモリー）として構成され、Ｘ、Ｙをアドレス入力として、信号
ＳＥを出力として構成されている。この回路からは、現在記録中の位置に対応して、ディ
スク表面を目視したときに確認可能な文字や図形の情報（第２の情報）を信号ＳＥとして
発生する。
【００２０】
このようにして得られた第２情報ＳＥは階段波形発生回路７に入力される。階段波形発生
回路７では、第２情報ＳＥの変化を検出し、時間と共に段階的にその出力値が変化するよ
うな３ビットの階段信号ＳＦを作製する。階段信号ＳＦは電圧変換回路１５により、階段
状の電圧を持つ信号ＳＸに変換され、光変調器１０A に入力される。同様に階段信号ＳＦ
は、タイミング補正回路８にも入力される。
【００２１】
記録用レーザー９は、ガスレーザー等により構成され、ディスク原盤露光用のレーザービ
ームＬ１を射出する。光変調器１０A 及び光変調器１０Ｂは、電気音響光学素子で構成さ
れる。光変調器１０A は、文字や図形の情報ＳＥに応じて階段状にその電圧が変化する階
段信号ＳＦに従って、レーザービームＬ１の出力を変化させる。即ち、第２情報ＳＥが長
い時間レベル１を保っていた場合には、レーザビームＬ２の出力が１００％となるように
レーザビームＬ１を通過させる。これとは逆に、第２情報ＳＥが長い間レベル０を保って
いた場合には、レーザビームＬ２の出力が８５％となるようにレーザビームＬ１を減衰さ
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せて通過させる。第２情報ＳＥがレベル０からレベル１に遷移した場合には、レーザビー
ムＬ１を８５％のパワーから１００％のパワーに段階的に変化させていく。同様に、第２
情報ＳＥがレベル１からレベル０に遷移した場合には、レーザビームＬ１を１００％のパ
ワーから８５％のパワーに段階的に変化させていく。
【００２２】
光変調器１０Ａは、以上説明したように階段波形発生回路７の出力ＳＦに従うことにより
、光出力が１００％と８５％の間で変動するレーザビームＬ２を出力する。次にこのよう
にして得られたレーザビームＬ２は光変調器１０Ｂによりオンオフされる。即ちタイミン
グ補正回路８からの信号ＳＣがレベル１のときにはレーザビームＬ３はオンとなり、逆に
信号ＳＣがレベル０のときにはレーザビームＬ３はオフの状態になる。
【００２３】
ミラー１１は、このレーザービームＬ３の光路を折り曲げてディスク原盤２に向けて射出
し、対物レンズ１２は、このミラー１１の反射光をディスク原盤２に集光する。これらミ
ラー１１及び対物レンズ１２は、図示しないスレッド機構により、ディスク原盤２の回転
に同期してディスク原盤２の外周方向に順次移動し、これによりレーザービームＬ３によ
る露光位置を順次ディスク原盤２の外周方向に変位させる。
【００２４】
これによりこの光ディスク記録装置１では、ディスク原盤２を回転駆動した状態で、ミラ
ー１１及び対物レンズ１２の移動によりらせん状にトラックを形成し、このトラックに変
調信号ＳＣ及び文字や図形の情報ＳＥに対応して順次ピットを形成する。
【００２５】
変調回路４は、ディジタル・オーディオ・テープレコーダー３より出力されるオーディオ
データＳＡを受け、対応するサブコードデータをこのオーディオデータＳＡに付加する。
さらに変調回路４は、このオーディオデータＳＡ及びサブコードデータをコンパクトディ
スクのフォーマットに従ってデータ処理し、変調信号ＳＢを生成する。すなわち変調回路
４は、オーディオデータＳＡ及びサブコードデータに誤り訂正符号を付加した後、インタ
ーリーブ処理、ＥＦＭ変調処理する。これにより変調回路４は、ピット形成の基本周期Ｔ
に対して、この基本周期Ｔの整数倍の周期（周期３Ｔ～１１Ｔ）で信号レベルが変化する
ＥＦＭ変調信号ＳＢを出力する。
【００２６】
従来用いられていた光ディスク記録装置では、このようにして作製されたＥＦＭ変調信号
ＳＢがそのまま光変調器１０Ｂに送り込まれ、レーザ９から得られる光線をオン／オフし
て光ディスク原盤２の上に露光が行われていた。
【００２７】
このような従来法において作製されたディスクにおいては、記録信号のパターンにより再
生信号の状態が変化し、ジッターを生じる原因となっていた。具体的な例をあげると、従
来の光ディスク記録装置で記録されたディスクでは、３Ｔ信号に相当する最小サイズのピ
ットが、常に理想の大きさよりも小さくなって記録されてしまう現象が観測されていた。
このため、３Ｔ信号に対応するピットからの信号を所定のスライスレベルで２値化した後
に観測すると、パルス幅が３Ｔよりも若干短くなって観測され、ジッターを生ずる原因と
なっていた。
【００２８】
さらに、従来法では、記録レーザのパワーが変動すると、再生信号における最適２値化レ
ベルも変動するという問題点があった。このため、本実施の形態に示すように、文字や図
形の情報ＳＥに従ってレーザパワーを１００％と８５％の間で変化させた場合には、レー
ザパワーに従って２値化レベルをプレイヤーが変化させなければならないという問題点が
あった。再生装置における２値化レベルの変動が何らかの原因でうまく行かなかった場合
に、従来の方式ではエラーを発生してしまい、このような記録方式は不可能であった。
【００２９】
そこで本実施の形態においては、変調回路４の出力信号ＳＢが、タイミング補正回路８に
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送り込まれる。タイミング補正回路８においては、ＥＦＭ変調信号ＳＢの変化パターンの
検出が行われる。同時にタイミング補正回路８には、階段信号ＳＦが送り込まれる。従っ
てタイミング補正回路８は記録中のＥＦＭ信号ＳＢの変化パターン及び、記録中のレーザ
パワーの両方の情報に従って、タイミング補正を行うことが出来る。
【００３０】
タイミング補正回路８では、このようにして得られる２種類の情報の両方に応じて、エッ
ジ位置の微調整を行った変調信号ＳＣを出力する。即ち、タイミング補正回路８では出力
信号ＳＣの変化タイミングが、記録中のレーザパワー（８５％から１００％までの値）及
び記録中のＥＦＭ信号ＳＢの変化パターン（ピット長およびスペース長が３Ｔから１１Ｔ
までの範囲で変化する）の両方に応じて、微妙に調整され、常にジッターが最良になるよ
うな変調信号ＳＣとして出力される。
【００３１】
即ち、タイミング補正回路８を通過した変調信号ＳＣを階段信号ＳＦで表される所定のレ
ーザパワーで記録し、その結果得られたディスクを再生した場合、再生信号を所定の２値
化レベルＶＬで２値化するとジッターの含まれない信号が得られるようになされている。
【００３２】
ところで、階段信号ＳＦは第２情報ＳＥから作製された信号である。第２情報ＳＥは、デ
ィスク上に記録されたものを目視で観測した場合、文字や図形を形成するような信号とし
て構成されることができる。従って本実施の形態により記録されたディスクでは、第２情
報ＳＥに従ってピットの幅が変化し、この結果文字や図形の情報を、ディスク面を目視観
察することにより観測することができる。
【００３３】
さらに本実施の形態においては、レーザパワーの変化がゆっくりと行われ、なおかつ変化
中のレーザパワーに対応して常に適切な補正がタイミング補正回路８により施されている
ので、どのような再生装置においてもジッターの悪化が無く再生信号を得ることが可能と
なる。また、レーザパワーの変化を従来よりも大きくすることが可能となり、この結果従
来よりも明瞭に目視観測することのできる文字や図形の情報をディスク面に記録すること
が可能となる。
【００３４】
また、全ての記録レーザパワーにおいて、常にタイミング補正回路８による補正が掛けら
れているので、パターン毎にピットの出来具合が微妙に異なるという問題点が除去され、
再生信号のジッターが総合的に低下したディスクを作成することができる。また、本実施
の形態においては、記録されたパターン毎にエッジ位置を調整するので、パターンに依存
したジッター、即ち符号間干渉によるジッターも除去することが可能となる。
【００３５】
図２は、タイミング補正回路８を示すブロック図である。タイミング補正回路８において
、ＰＬＬ回路１６はＥＦＭ変調信号ＳＢよりチャンネルクロックＣＫを生成して出力する
。かくするにつき、変調信号ＳＢにおいては、基本周期Ｔの整数倍の周期で信号レベルが
変化することにより、ＰＬＬ回路１６は、この変調信号ＳＢに同期した基本周期Ｔにより
信号レベルが変化するチャンネルクロックＣＫを生成し、立ち上がりエッジ補正回路１７
Ａ及び立ち下がりエッジ補正回路１７Ｂに供給する。
【００３６】
立ち上がりエッジ補正回路１７Ａは、図３に示すように、クロックＣＫで動作する１３個
のラッチ回路１９Ａ～１９Ｍを直列に接続し、この直列回路にＥＦＭ変調信号ＳＢを入力
する。これにより立ち上がりエッジ補正回路１７Ａは、ＥＦＭ変調信号ＳＢをチャンネル
クロックＣＫのタイミングによりサンプリングし、連続する１３点のサンプリング結果よ
り、ＥＦＭ変調信号ＳＢの変化パターンを検出する。すなわち、例えば「0001111000001 
」のラッチ出力が得られた場合、長さ５Ｔのスペースに続いて長さ４Ｔのピットが連続す
る変化パターンと判断することができる。同様に「0011111000001 」のラッチ出力が得ら
れた場合、長さ５Ｔのスペースに続いて長さ５Ｔのピットが連続する変化パターンと判断
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することができる。
【００３７】
補正値テーブル２０は、複数の補正データを格納したリードオンリメモリで形成され、ラ
ッチ回路１９Ａ～１９Ｍのラッチ出力がアドレスの下位１３ビットとして入力されている
。また、アドレスの上位３ビットとして、階段信号ＳＦが入力されている。階段信号ＳＦ
は、現在記録を行っているレーザの光パワーを反映している。すなわち補正値テーブル２
０は、変調信号ＳＢの変化パターン及び記録パワーの両方に対応する補正値データＤＦを
出力する。モノステーブルマルチバイブレータ（ＭＭ）２１は、直列接続された１３個の
ラッチ回路の内、中央のラッチ回路１９Ｇよりラッチ出力を受け、このラッチ出力の立ち
上がりのタイミングを基準にして、所定期間の間（周期３Ｔより充分に短い期間）、信号
レベルが立ち上がる立ち上がりパルス信号を出力する。
【００３８】
遅延回路２２は、１５段のタップ出力を有し、各タップ間の遅延時間差がこのエッジ位置
補正回路１７Ａにおける変調信号のタイミング補正の分解能に設定される。遅延回路２２
は、モノステーブルマルチバイブレータ２１より出力される立ち上がりパルス信号を順次
遅延して各タップより出力する。セレクタ２３は、補正値データＤＦに従って遅延回路２
２のタップ出力を選択出力し、これにより補正値データＤＦに応じて遅延時間の変化して
なる立ち上がりパルス信号ＳＳを選択出力する。
【００３９】
すなわち、立ち上がりエッジ補正回路１７Ａは、ＥＦＭ変調信号ＳＢの信号レベルの立ち
上がりに対応して信号レベルが立ち上がり、かつＥＦＭ変調信号ＳＢに対する各立ち上が
りエッジの遅延時間が、ＥＦＭ変調信号ＳＢの変化パターン及び記録中のレーザパワーに
応じて変化する立ち上がりエッジ信号ＳＳを生成する。
【００４０】
以上説明したように、立ち上がりエッジ補正回路１７Ａは、基本周期Ｔを単位にした周期
１２Ｔの範囲について、光ディスクに形成されるピットのパターン、及び記録中のレーザ
パワーを検出する。そして記録パターン及び記録中のレーザパワーに応じて立ち上がりエ
ッジ信号ＳＳを生成することになる。
【００４１】
立ち下がりエッジ補正回路１７Ｂは、モノステーブルマルチバイブレータ２１がラッチ出
力の立ち下がりエッジを基準にして動作することと、補正値テーブル２０の内容が異なる
ことを除いて、立ち上がりエッジ補正回路１７Ａと同一に構成される。
【００４２】
即ち、立ち下がりエッジ補正回路１７Ｂにおいても、基本周期Ｔを単位にした周期１２Ｔ
の範囲について、光ディスクに形成されるピットのパターン及び記録中のレーザパワーを
検出し、このパターン及びパワーに応じてレーザービームの照射終了のタイミングでなる
変調信号ＳＢの立ち下がりエッジのタイミングを補正して、立ち下がりエッジ信号ＳＲを
生成するようになされている。
【００４３】
図２に示したフリップフロップ（Ｆ／Ｆ）１８は、上述した立ち上がりエッジ信号ＳＳ及
び立ち下がりエッジ信号ＳＲを合成して出力する。すなわちフリップフロップ１８は、立
ち上がりエッジ信号ＳＳ及び立ち下がりエッジ信号ＳＲをそれぞれセット端子Ｓ、リセッ
ト端子Ｒに入力し、これにより立ち上がりエッジ信号ＳＳの信号レベルの立ち上がりで信
号レベルが立ち上がった後、立ち下がりエッジ信号ＳＲの信号レベルの立ち上がりで信号
レベルが立ち下がる変調信号ＳＣを生成する。
【００４４】
これによりＥＦＭ変調信号ＳＢにおいては、立ち上がりエッジ及び立ち下がりエッジのタ
イミングが記録パターン（ピット及びスペースの長さで定まる）及び記録パワーに応じて
補正された信号ＳＣとなって出力される。
【００４５】
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以上のようにして得られたタイミング補正回路８の出力信号ＳＣにより、出力レベルが１
００％から８５％の間で変化するレーザービームＬ２は光変調器１０Ｂによってオン／オ
フ制御され、レーザビームＬ３として光ディスク原盤２に照射されるようになされている
。
【００４６】
図４は以上のようにして記録される第２情報ＳＥを生成する際に使われる、直交座標位置
検出回路５の構成を示す。同図において、１回転カウント回路３０及びトラックカウント
回路３１は、図示しないシステムコントローラーからのクリアパルスＣＬＲにより、記録
開始時にクリアーされて、その初期値がゼロになっている。スピンドルモーター１４から
のＦＧ信号は、例えばスピンドルモーター１４が一回転する度に４２００パルスが出力さ
れる。このパルスは１回転カウンター３０により４２００カウントされ、カウント値ＲＸ
として出力される。このカウント値ＲＸは、０から４１９９までの値を取り、スピンドル
モーター１４が４２００分の１回転する毎に一カウントづつインクリメントされるので、
スピンドルモータ１４の回転角度を表している。また、スピンドルモーター１４が一回転
すると、このカウンターがリセットされる。このリセットが発生する毎に信号ＲＴとして
パルスが発生し、このパルスがトラックカウンター３１に入力されるようになされている
。
【００４７】
トラックカウント回路３１は、１回転に１パルスの信号ＲＴを数えていくことにより、現
在記録中のトラック番号ＴＫを出力する。例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）を記録す
る場合には、半径２３ｍｍから記録が始まり、半径５８ｍｍまでトラックピッチ１．６ミ
クロンで記録が行われるので、トラックカウント回路３１の値は０から約２２０００カウ
ントまで変化する。
【００４８】
以上説明したように、１回転カウント回路３０のカウント値ＲＸ及びトラックカウント回
路３１のカウント値ＴＫは、現在記録中の位置を極座標で表した場合の角度情報と半径情
報に相当している。従って、これらの二つの値を用いて座標変換回路３２では、直交座標
系での位置情報Ｘ及びＹを計算して出力することができる。直交座標系の位置情報Ｘ及び
Ｙは、このようにして変換された後、文字信号発生回路６に送られる。
【００４９】
直交座標位置検出回路５は、例えば図５に示す構成で実現される。この図では、ＣＰＵ３
３に対して、入力ポート３４及び３５が接続され、同時に出力ポート３６及び３７が接続
されている。１回転カウント回路３０及びトラックカウント回路３１のカウント値、ＲＸ
とＴＫはそれぞれ入力ポート３４及び３５に接続され、ＣＰＵ３３がそれぞれの値を取り
込むことができる。
【００５０】
ＣＰＵ３３は、これら二つの値から、以下に示す数１式、数２式に従って直交座標系での
位置情報Ｘ及びＹを計算し、出力ポート３６及び３７に出力する。
【００５１】
【数１】
Ｘ＝Ａ・（ＴＫ・Ｔｐ＋Ｔｂ）・ｃｏｓ（２π・(RX/4200) ）＋Ｂ
【００５２】
【数２】
Ｙ＝Ａ・（ＴＫ・Ｔｐ＋Ｔｂ）・ｓｉｎ（２π・(RX/4200) ）＋Ｂ
【００５３】
ここで、Ａ、Ｂは座標系の大きさと位置によって定める定数であり、Ｔｂは記録開始の半
径を表し、またＴｐはトラックピッチを表している。以上のような変換を行った結果、図
６Ａに示すように極座標系（RX,TK ）で表されていた位置情報は、図６Ｂのような直交座
標系（Ｘ、Ｙ）に変換される。
【００５４】
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文字信号発生回路６は、ＲＯＭ（リードオンリーメモリー）などで構成され、直交座標位
置検出回路５の出力（Ｘ、Ｙ）をアドレス入力にして、メモリーの出力を文字や図形の情
報ＳＥとして出力するようになされている。例えば図７Ａのようなパターンをディスク上
に描画したい場合には、この文字信号発生回路７内部のメモリーには図７Ｂのようなパタ
ーンが記録される。
【００５５】
以上説明したように、文字信号発生回路６内部のＲＯＭには、描画したいイメージを直交
座標系を使って２値化して記録しておく。このＲＯＭに記録された情報は、座標系が直交
座標位置検出回路５によってリアルタイムに変換されて入力されるので、そのまま読み出
されて順次記録レーザパワーの変化としてディスク上に記録されていく。ただし、文字信
号発生回路６の出力がレベル０からレベル１に、あるいはレベル１からレベル０に変化し
た場合には、その変化をなだらかにするように階段波形発生回路７が階段状の波形ＳＦを
生成する。
【００５６】
図８はこのような階段波形発生回路７の構成を示すブロック図である。この図において、
第２情報ＳＥのレベル０からレベル１への変化は立ち上がりエッジ検出回路４０により検
出され、一定時間の間レベルが１となっている信号ＵＰとしてアップダウンカウンター４
２に供給される。アップダウンカウンター４２は、アップ信号入力ＵＰがレベル１の間、
基準発振器４３からの基準クロックＦＫをカウントして出力値ＳＦをカウントアップさせ
ていくようになされている。また、第２情報ＳＥがレベル１からレベル０へ変化した場合
には立ち下がりエッジ検出回路４１により検出され、一定時間の間レベルが１となってい
る信号ＤＮとしてアップダウンカウンター４２に供給される。アップダウンカウンター４
２は、ダウン信号ＤＮがレベル１の間、基準発振器４３からの基準クロックＦＫをカウン
トして出力値ＳＦをカウントダウンさせていくようになされている。尚、このような動作
をする立ち上がりエッジ検出回路４０及び立ち下がりエッジ検出回路４１は、例えばモノ
ステーブルマルチバイブレータなどで構成することができる。
【００５７】
以上説明した構成の階段波形発生回路７の動作例を図９及び図１０において説明する。図
９Ａに示すような第２情報ＳＥの立ち上がりエッジが発生すると、図９Ｂに示すような時
間Ｔの間だけレベル１になるようなパルスが立ち上がりエッジ検出回路４０から出力され
る。アップダウンカウンター４２は、図１０Ｅに示すような基準クロックＦＫの周期でカ
ウントアップをおこない、そのカウント値ＳＦを０から７まで順次増大させていく。尚、
図示していないがアップダウンカウンター４２は、そのカウント値が７になるとオーバー
フローを防ぐためにそれ以上のカウントアップを中止するように構成されている。
【００５８】
また、同１０Ａに示すような第２情報ＳＥの立ち下がりエッジが発生した場合には、図１
０Ｂに示すようなパルスが立ち下がりエッジ検出回路４１から出力される。この場合には
、アップダウンカウンター４２は図１０Ｅに示すような基準クロックＦＫの周期でカウン
トダウンをおこない、そのカウント値ＳＦを図１０Ｃに示すように７から０まで順次減少
させていく。尚、図示していないがアップダウンカウンター４２は、そのカウント値が０
になるとアンダーフローを防ぐためにそれ以上のカウントダウンを中止するように構成さ
れている。
【００５９】
以上のようにして、アップダウンカウンター４２の出力には、第２情報ＳＥの変化に伴っ
てその値が０から７まで順次変化するような階段信号ＳＦが得られる。このような階段信
号ＳＦは、図１１にその構成を示す電圧変換回路１５により、光変調器１０A を制御する
アナログ電圧に変換される。アナログ電圧に変換された信号ＳＸは、例えば図９Ｄまたは
図１０Ｄに示すように、第２情報ＳＥの変化点付近において、少しずつぞの値を変化させ
る階段状の波形となる。
【００６０】
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図１１にその構成を示す電圧変換回路１５では、階段信号ＳＦがリードオンリーメモリー
（ＲＯＭ）４４のアドレス信号として接続されている。ＲＯＭ４４の内部には、予めレー
ザの記録パワーが０から７までの階段信号ＳＦに対応してどのような値を取るべきかが計
算され、記録されている。最も簡単な例として本実施の形態の前半で述べたレーザパワー
を１００％から８５％に変化させる場合における例について説明する。例えば階段信号Ｓ
Ｆの値が７であった場合には１００％のレーザパワーが期待されるので、アドレス７に対
応しては数値１００が記録される。そして階段信号ＳＦが０に対応しては、８５％のレー
ザパワーが期待されるので、数値８５が記録される。そして階段信号ＳＦが１から６の間
であった場合には、１００から８５までの間で比例配分から計算された値が記録される。
【００６１】
もちろん、以上の例はＲＯＭ４４の出力が１００である場合に１００％のパワーが出力さ
れると簡単に仮定した場合の話である。実際にはＤ／Ａコンバータ４５の変換利得や、光
変調器１０A の変換効率などを考慮してＲＯＭ４４に記録する値を定める必要がある。さ
らに、レーザの出力パワーと、光変調器１０A への入力電圧とは直線関係に無い場合もあ
り、このような場合には適宜変更した値をＲＯＭ４４に記録することが必要となる。
【００６２】
以上のようにしてＲＯＭ４４から読み出されたレーザの出力値は、Ｄ／Ａコンバータ４５
によりアナログの電圧値ＳＸとして変換され、光変調器１０A に供給されてレーザ９の出
力パワーを制御するようになされている。このようにして得られるレーザ光線Ｌ２は、そ
の出力パワーの変化が階段信号ＳＦに従った段階的な変化となっている。（図９Ｄ及び図
１０Ｄ参照）
【００６３】
図１２は、エッジのタイミング補正に使用される補正値テーブル２０の生成の説明に供す
る工程図である。補正値テーブル２０は、立ち上がりエッジ用の補正回路１７Ａ及び立ち
下がりエッジ用の補正回路１７Ｂの両方に存在している。これらのテーブルを正しく設定
することにより、図形や文字の情報ＳＥに従って記録レーザパワーが変化した場合におい
ても、クロックＣＫに同期した正しいタイミングで所定のスライスレベルを再生信号が横
切るような（即ちジッターの少ない）ディスクを作製することが可能となる。
【００６４】
これらの補正値テーブル２０は、生成の条件が異なる以外、何れも生成方法は同一である
。従って、以下では立ち上がりエッジ補正回路１７Ａについてのみ説明する。
【００６５】
以下に説明する工程においては、光ディスク装置１により評価用のディスク原盤を作成し
、このディスク原盤より作成されるコンパクトディスクの再生結果に基づいて、補正値テ
ーブル２０を設定する。
【００６６】
ここでこの評価用のディスク原盤作成時において、光ディスク装置１には、評価基準用の
補正値テーブル２０が設定される。この評価基準用の補正値テーブル２０は、図３に示す
セレクタ２３において、常に遅延回路２２のセンタータップ出力を選択出力するように、
補正値データＤＦが設定されて形成される。これによりこの工程では、タイミング補正回
路８の効果は全く無い状態に設定される。
【００６７】
このようにして、タイミング補正回路８の効果が全く無い状態の信号ＳＣが光変調器１０
Ｂに送り込まれ、通常のコンパクトディスク作成と同様にして１００％パワーのレーザ光
Ｌ２によりディスク原盤２を露光する。
【００６８】
このようにして露光したディスク原盤２を現像した後、電鋳処理してマザーディスクを作
成し、このマザーディスクよりスタンパー５０を作成する。さらにこのスタンパー４０よ
り通常のコンパクトディスク作成工程と同様に、コンパクトディスク４１を作成する。
【００６９】
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図１２において、ＣＤプレーヤー５２は、コンピュータ５４の指示に従って、先のように
して作成された評価用のコンパクトディスク５１を再生する。このときＣＤプレーヤー５
２は、コンピュータ５４により制御されて動作を切り換え、コンパクトディスク５１より
得られる戻り光の光量に応じて信号レベルが変化する再生信号ＲＦを内蔵の信号処理回路
よりディジタルオシロスコープ５３に出力する。
【００７０】
この段階では、通常のコンパクトディスクと同様に再生信号の２値化レベルが所定とは限
らない。また、ピットの成形が完全に理想的に行われないためジッタが観察される。
【００７１】
ディジタルオシロスコープ５３は、チャンネルクロックの２０倍のサンプリング周波数で
この再生信号ＲＦをアナログディジタル変換処理し、その結果得られるディジタル信号を
コンピュータ５４に出力する。
【００７２】
コンピュータ５４は、ＣＤプレーヤー５２及びディジタルオシロスコープ５３の動作を制
御する共に、ディジタルオシロスコープ５３より出力されるディジタル信号を信号処理し
、これにより補正値データＤＦを計算する。
【００７３】
最後にコンピュータ５４は、ＲＯＭライター５５を駆動して、計算した補正値データＤＦ
を順次リードオンリメモリに格納し、これにより補正値テーブル２０を形成する。このよ
うにして出来上がった補正値テーブル２０により最終的に光ディスクを製造する。
【００７４】
図１３は、このコンピュータ５４において、補正値データＤＦを作製する処理手順を示す
フローチャートである。この処理手順において、コンピュータ５４は、ステップＳＰ１か
らステップＳＰ２に移り、ジッタ検出結果Δｒ（ｐ，ｂ）、ジッタ計測回数ｎ（ｐ，ｂ）
を値０にセットする。ここでコンピュータ５４は、ジッタ検出対象でなるエッジの前後に
ついて、ピット長ｐ、ピット間隔ｂの組合せ毎に、ジッタ検出結果Δｒ（ｐ，ｂ）を算出
し、またジッタ計測回数ｎ（ｐ，ｂ）をカウントする。このためコンピュータ５４は、ス
テップＳＰ２において、これら全てのジッタ検出結果Δｒ（ｐ，ｂ）、ジッタ計測回数ｎ
（ｐ，ｂ）を初期値にセットする。
【００７５】
続いてコンピュータ５４は、ステップＳＰ３に移り、ディジタルオシロスコープ５３より
出力されるディジタル信号を所定のスライスレベルＶＬと比較することにより、再生信号
ＲＦを２値化してなるディジタル２値化信号を生成する。なおコンピュータ４４は、この
処理において、スライスレベル以上が値１、スライスレベルに満たない部分では値０とな
るように、ディジタル信号を２値化する。
【００７６】
続いてコンピュータ５４は、ステップＳＰ４に移り、このディジタル信号でなる２値化信
号より再生クロックを生成する。ここでコンピュータ５４は、２値化信号を基準にして演
算処理によりＰＬＬ回路の動作をシミュレーションし、これにより再生クロックを生成す
る。
【００７７】
さらにコンピュータ５４は、続くステップＳＰ５において、このようにして生成した再生
クロックの各立ち下がりエッジのタイミングで、２値化信号をサンプリングし、これによ
り変調信号を復号する（以下復号したこの変調信号を復号信号と呼ぶ）。
【００７８】
続いてコンピュータ５４は、ステップＳＰ６に移り、２値化信号の立ち上がりエッジの時
点から、このエッジに最も近接した再生クロックの立ち下がりの時点までの時間差ｅを検
出し、これによりこのエッジにおけるジッタを時間計測する。続いてコンピュータ５４は
、ステップＳＰ７において、ステップＳＰ６で時間計測したエッジについて、復号信号よ
り前後のピット長ｐ及びピット間隔ｂを検出する。
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【００７９】
コンピュータ５４は、続いてステップＳＰ８において、前後のピット長ｐ及びピット間隔
ｂに対応するジッタ検出結果Δｒ（ｐ，ｂ）に対して、ステップＳＰ６において検出した
時間差ｅを加算し、また対応するジッタ計測回数ｎ（ｐ，ｂ）を値１だけインクリメント
する。続いてコンピュータ５４は、ステップＳＰ９に移り、全ての立ち上がりエッジにつ
いて、時間計測を完了したか否か判断し、ここで否定結果が得られると、ステップＳＰ５
に戻る。
【００８０】
これによりコンピュータ５４は、ステップＳＰ５－ＳＰ６－ＳＰ７－ＳＰ８－ＳＰ９－Ｓ
Ｐ５の処理手順を繰り返し、再生信号ＲＦに表れる変化パターン毎に、時間計測したジッ
タ検出結果を累積加算し、また加算数をカウントする。なおこの変化パターンは、立ち上
がりエッジ補正回路１７Ａにおけるラッチ回路１９Ａ～１９Ｍの段数に対応するように、
ジッタ検出対象のエッジより基本周期Ｔを基準にした前後６サンプルの期間（全体で周期
１２Ｔの期間）により分類される。
【００８１】
このようにして全てのエッジについて、ジッタの時間計測を完了すると、コンピュータ５
４は、ステップＳＰ９において肯定結果が得られることにより、ステップＳＰ１０に移り
、ここで再生信号ＲＦに表れる変化パターン毎に、時間計測したジッタ検出結果を平均値
化する。すなわちステップＳＰ６において検出されるジッタにおいては、ノイズの影響を
受けていることにより、コンピュータ５４は、このようにしてジッタ検出結果を平均値化
し、ジッタの測定精度を向上する。
【００８２】
コンピュータ５４は、このようにしてジッタ検出結果を平均値化すると、続いてステップ
ＳＰ１１に移り、この検出結果より、各変化パターン毎にそれぞれ補正値データＤＦを生
成することができる。ここでこの補正値データＤＦは、遅延回路２２におけるタップ間の
遅延時間差をτとおいて、以下に示す数３式の演算処理を実行して算出される。
【００８３】
【数３】
Ｈｒ１（ｐ，ｂ）＝Ｈｒ０（ｐ，ｂ）－ａ/ τ・Δｒ（ｐ，ｂ）
【００８４】
なおここでＨｒ１（ｐ，ｂ）は、補正値データＤＦにより選択される遅延回路２２のタッ
プであり、値０の場合がセンタータップである。またＨｒ０（ｐ，ｂ）は、初期値でなる
補正値データＤＦにより選択される遅延回路２２のタップであり、この実施の形態におい
て、Ｈｒ０（ｐ，ｂ）は、値０に設定されていることになる。またａは定数である。ここ
でこの実施の形態において、ａは１以下の値（例えば０．７など）に設定され、これによ
りノイズなどの影響があっても、確実に補正値データを収束させるようになされている。
【００８５】
コンピュータ５４は、このようにして生成した補正値データＤＦをＲＯＭライター５５の
所定のアドレス領域に格納すると、ステップＳＰ１２に移ってこの処理手順を終了する。
続いてコンピュータ５４は、同様の処理手順を異なる記録パワーについて実行する。全て
のパワー（階段信号ＳＦが０～７に対応する８種類のパワー）に関して以上の処理を実行
した後、ＲＯＭライター５５により焼き込みを行い、立ち上がりエッジ補正回路１７Ａ内
部の補正値テーブル２０を完成させる。
【００８６】
さらに、同じ処理をディジタル２値化信号の立ち下がりエッジについて実行し、これによ
り立ち下がりエッジ補正回路１７Ｂ内部の補正値テーブル２０を完成する。
【００８７】
このようにして完成した補正値テーブル２０を用い、光ディスク装置１において光ディス
クの製造を行う。このようにして完成した光ディスクでは、第２情報ＳＥに従って記録パ
ワーが段階的に変化させられた場合であっても、パワーの変化に従ってピットが理想の長
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さとなり、ディスク全面に渡って極めて小さなジッタにより再生される。
【００８８】
上述の実施の形態においては、８段階の記録パワーの全てに関して評価用の光ディスクを
作製し、再生信号から補正値テーブルを直接計算する場合について述べたが、本発明はこ
れに限らず、例えば評価用の光ディスクは２種類の異なる記録パワーだけにとどめて、そ
の他の記録パワーの補正値テーブルは補間、あるいは外挿などの数学的演算により作成す
るようにしてもよい。
【００８９】
さらに上述の実施の形態においては、基本のクロックを基準にした２値化信号の時間計測
によりジッタ量を計測し、この計測結果より補正値データを生成する場合について述べた
が、本発明はこれに限らず、実用上十分な精度を確保できる場合は、この時間計測による
ジッタ量の計測に代えて、基本のクロックを基準にした再生信号の信号レベル検出により
補正値データを生成してもよい。なおこの場合、検出した再生信号の信号レベルよりスラ
イスレベルまでの誤差電圧を計算し、この誤差電圧と再生信号の過渡応答特性により補正
値データを算出することになる。
【００９０】
また上述の実施の形態においては、テーブル化した補正値データに従って変調信号のタイ
ミングを補正する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、実用上十分な精度を確
保できる場合は、予め検出した補正値データに代えて、演算処理により補正値データを算
出し、これにより変調信号のタイミングを補正してもよい。
【００９１】
なお、上述した本実施の形態の光情報記録装置においては、変調回路４は第１の情報ＳＡ
に応じて変化する変調信号ＳＢを生成する変調信号作製手段を構成し、階段波形発生回路
７は第２の情報ＳＥに従って時間的に変化する時間変化信号ＳＦを作製する時間変化信号
作成手段を構成し、光変調器１０Ａは時間変化信号ＳＦに従ってレーザの光量を変化させ
る光量変化手段を構成し、光変調器１０Ｂは光量変化手段１０Ａにより得られるレーザ光
Ｌ１を変調信号ＳＢに従ってオンオフする光変調手段をそれぞれ構成するものである。
【００９２】
【発明の効果】
　この発明の光情報記録装置は、第１の情報に応じて変化する変調信号を生成する変調信
号作製手段と、第２の情報に従って時間的に変化する時間変化信号を作製する時間変化信
号作成手段と、前記時間変化信号に従って前記レーザの光量を変化させる光量変化手段と
、前記光量変化手段により得られるレーザ光を前記変調信号に従ってオンオフする光変調
手段で構成され、ピットの幅の変化で第２の情報を表すと共に、その変化を段階的にする
ようにレーザビームの光強度変化が行われるように構成される。従って本発明の光情報記
録装置では、例えばＣＤやＤＶＤなどの規格で定められている音楽やビデオなどの情報（
第１の情報）に加えて、ＣＤやＤＶＤなどの規格に定められていない第２の情報をも、同
一のディスクに記録することを可能とする。また、本発明の光情報記録装置により作製さ
れた光ディスクは、第２の情報の変化点付近で再生信号の特性が急激に変化することがな
く、安定した再生を可能とすることができるという効果を奏する。
【００９３】
さらに本発明の光情報記録装置の変調信号作製手段は、第１の情報に応じて、所定の基本
周期の整数倍の周期で信号レベルを切り替えることにより、第１の変調信号を生成する第
１の変調信号作製手段と、前記第１の変調信号の変化パターンを検出する変化パターン検
出手段と、前記時間変化信号及び前記変化パターンの両方に従って前記第１の変調信号の
変化タイミングを補正し、第２の変調信号を作製するタイミング補正手段とで構成されて
、レーザ光量の変化と記録信号の変化パターンの両方に応じて記録信号の変化タイミング
を補正するように構成されている。従って、本発明の光情報記録装置で記録された光ディ
スクは、その信号特性が極めて良好になる。また、第２の情報を記録する光出力の変化量
をより大きく設定することが可能となり、結果として明瞭な第２の情報を記録することが
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可能となるという効果を奏する。
【００９４】
　また、本発明の光情報記録方法では、第１の情報を主に前記レーザビームをオンオフさ
せることにより記録し、前記第２の情報を主に前記レーザビームの光強度を変化させるこ
とにより記録し、ピットの幅の変化で第２の情報を表すと共に、その変化を段階的にする
ようにレーザビームの光強度変化が行われるようにされる。さらに、レーザビームをオン
オフさせるタイミングは、前記第１の情報及び前記レーザビームの光強度の両方に従って
調整される。従って、本発明の光情報記録方法は、例えばＣＤやＤＶＤなどの規格で定め
られている音楽やビデオなどの情報（第１の情報）に加えて、ＣＤやＤＶＤなどの規格に
定められていない第２の情報をも、同一のディスクに記録することを可能とする。さらに
、第２の情報を記録する光出力の変化量をより大きく設定することが可能となり、結果と
して明瞭な第２の情報を記録することが可能となるという効果を奏する。
【００９５】
　また、この発明の光情報記録媒体は、第１の情報は主にピットの長さ及び位置を変化さ
せることにより記録されていて、第２の情報は主にピットの幅を変化させることにより記
録されている。さらに第２の情報によるピット幅の変化は段階的になされるようにレーザ
光線の光強度変化が行われている。またピットの長さ及び位置は、ピットとして記録され
た信号パターン及びピットの幅により微調整されている。従って、例えばＣＤやＤＶＤな
どの規格で定められている音楽やビデオなどの情報（第１の情報）に加えて、ＣＤやＤＶ
Ｄなどの規格に定められていない第２の情報を記録した媒体を得ることが可能となる。第
２の情報としてディスクの信号部に文字や図形などの目視確認可能な図形情報を記録すれ
ば、付加価値を高めたディスクを可能とするという効果を奏する。さらに、本特許による
光情報記録媒体の図形情報は、従来の方法に比較して明瞭に確認できるという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る光ディスク装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１の光ディスク装置のタイミング補正回路の構成を示すブロック図である。
【図３】図２のタイミング補正回路における立ち上がりエッジ補正回路の構成を示すブロ
ック図である。
【図４】図１の光ディスク記録装置における直交座標位置検出回路の構成を示すブロック
図である。
【図５】図４の直交座標位置検出回路における座標変換回路の構成を示すブロック図であ
る。
【図６】図５の座標変換回路における座標変換の様子を示す図であり、図６Ａは極座標系
の位置情報、図６Ｂは直交座標系の位置情報を示す図である。
【図７】図１における文字信号発生回路の動作を説明する図であり、図７Ａはディスク上
に描画したいパターン、図７Ｂは文字信号発生回路内部のメモリーに記録されるパターン
を示す図である。
【図８】図１における階段波形発生回路の構成を説明するブロック図である。
【図９】図８における階段波形発生回路のカウントアップ動作を説明するタイミング図で
あり、図９Ａは第２情報ＳＥ，図９Ｂはアップ信号ＵＰ，図９Ｃはカウント値ＳＦ，図９
Ｄはアナログ電圧信号ＳＸをそれぞれ示す図である。
【図１０】図８における階段波形発生回路のカウントダウン動作を説明するタイミング図
であり、図１０Ａは第２情報ＳＥ，図１０Ｂはダウン信号ＤＮ，図１０Ｃはカウント値Ｓ
Ｆ，図１０Ｄはアナログ電圧信号ＳＸ，図１０Ｅは基準クロックＦＫをそれぞれ示す図で
ある。
【図１１】図１における電圧変換回路の構成を示すブロック図である。
【図１２】図１の光ディスク装置における補正値テーブルの作成工程を示す工程図である
。
【図１３】図１２の工程におけるコンピュータの処理手順を示すフローチャートである。
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【符号の説明】
１……光ディスク装置、２……ディスク原盤、３……ディジタル・オーディオ・テープレ
コーダー、４……変調回路、５……直交座標位置検出回路、６……文字信号発生回路、７
……階段波形発生回路、８……タイミング補正回路、９……レーザ、１０Ａ、１０Ｂ……
光変調器、１１……ミラー、１２……対物レンズ、１３……スピンドルサーボ回路、１４
……スピンドルモーター、１５……電圧変換回路、１７Ａ……立ち上がりエッジ補正回路
、１７Ｂ……立ち下がりエッジ補正回路、５１……コンパクトディスク、５２……ＣＤプ
レーヤー、５３……ディジタル・オシロスコープ、５４……コンピュータ、

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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